
光
資
材
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
状
況

　
農
業
分
野
で
は
従
来
か
ら
白
熱
球
に
よ
る

電
照
や
蛍
光
灯
に
よ
る
防ぼ

う

蛾が

灯と
う

な
ど
で
光
を

利
用
し
た
栽
培
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
近

年
で
は
紫
外
線
を
用
い
た
う
ど
ん
こ
病
の
防

除
や
植
物
工
場
で
の
利
用
が
新
た
に
進
ん
で

き
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
日
常
の
生
活
場
面

で
も
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
従
来
の
光

源
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
長
寿
命
、

波
長
の
選
択
性
、
低
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「
モ
ス
バ
リ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
Ⅱ
レ
ッ
ド
」

の
特
長

　
当
社
の
製
品
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
り
赤
色
波

長（
6
3
5
nm
）を
日
中
に
照
射
す
る
こ
と
で
、

ア
ザ
ミ
ウ
マ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
軽
減

し
ま
す
。
赤
色
波
長
が
照
射
さ
れ
る
と
、
ア

ザ
ミ
ウ
マ
に
は
人
間
が
暗
闇
に
い
る
よ
う
な

状
態
に
な
り
、
目
標
と
な
る
植
物
体
が
見
え

な
く
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

2
0
1
7
年
に
発
売
以
来
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ

被
害
に
お
困
り
の
イ
チ
ゴ
、
切
り
花
、
野
菜

苗
、
鉢
花
、
観
葉
植
物
の
品
目
を
中
心
に
、

全
国
で
約
2
0
0
0
台
を
導
入
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
被
害
を
抑
え
る
こ

と
で
①
収
益
性
の
向
上
、
②
化
学
的
農
薬
の

削
減
、
③
薬
剤
抵
抗
性
が
つ
き
に
く
い
、
④

防
除
作
業
の
負
担
軽
減
、
こ
れ
ら
4
つ
の
利

点
か
ら
、
品
質
向
上
や
労
力
を
ほ
か
の
作
業

に
あ
て
ら
れ
る
の
で
、
規
模
拡
大
に
つ
な
が

る
と
い
っ
た
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
防
除
が

難
し
い
理
由

❶
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
種
類
が
多
く
、
種
類
に
よ

っ
て
生
態
や
有
効
な
薬
剤
、
効
果
の
あ
る

天
敵
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

❷
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発

生
が
増
加
し
、
施
設
の
側
面
を
締
め
切
る

こ
と
が
難
し
く
、
薬
剤
散
布
が
追
い
付
き

ま
せ
ん
。

❸
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
は
殺
虫
効
果
は
な
く
、
あ

く
ま
で
活
動
抑
制
の
た
め
の
も
の
で
、
夜

間
に
照
射
す
る
防
蛾
灯
の
よ
う
に
ク
リ
ア

な
効
果
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

❹
効
果
は
確
認
で
き
る
も
の
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
す
べ
て
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
当
社
で
は
、
安
心
し
て
ご
利
用
を
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
品
目
で

実
証
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
も

公
的
機
関
を
交
え
て
、
検
証
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
イ
チ
ゴ
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
で

問
題
に
な
る
ヒ
ラ
ズ
ハ
ナ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
で
の

効
果
が
十
分
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
た
2
0
2
3
年

に
か
け
た
実
証
で
「
モ
ス
バ
リ
ア
ジ
ュ
ニ
ア

Ⅱ
レ
ッ
ド
」
の
使
用
に
よ
る
防
除
効
果
が
確

認
で
き
ま
し
た
。

基
本
の
設
置
方
法
と
使
用
方
法

●
基
本
と
し
て
は
、
半
径
15
ｍ
を
目
安
に
照

射
範
囲
が
重
な
る
よ
う
に
設
置
し
ま
す
。

間
口
８
ｍ
×
奥
行
50
ｍ
の
場
合
は
、
２
台

設
置
し
ま
す
。
植
物
体
の
上
部
か
ら
１
ｍ

程
度
離
す
よ
う
に
設
置
し
ま
す
。
作
物
の

生
育
に
応
じ
て
、
１
〜
２
回
程
度
高
さ
を

変
え
る
こ
と
で
よ
り
適
し
た
環
境
と
な
り

ま
す
。

●
連
棟
ハ
ウ
ス
で
、
十
分
に
高
さ
が
と
れ
な

い
場
合
や
谷
部
が
低
い
場
合
は
、
棟
ご
と

↑アザミウマ（写真中央右、赤丸内の
群集）。

株式会社ユニコ　ゼロビーム事業部　李
り

郁
いく

美
み

アザミウマの防除に赤色波長防虫灯アザミウマの防除に赤色波長防虫灯
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に
設
置
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ウ

ス
全
体
に
広
が
る
よ
う
な
位
置
と
な
る
よ

う
、
設
置
場
所
を
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
の
出
前
〜
日
の
入
り
後
ま
で
の
日
中
に

照
射
を
し
ま
す
。
な
お
、
夜
間
の
照
射
は

ア
ザ
ミ
ウ
マ
以
外
の
虫
の
誘
因
や
徒
長
・

抽ち
ゅ
う

苔だ
い

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
か
ら

の
照
射
で
は
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
作
付
時
か
ら
照
射
を
開
始
し
て

く
だ
さ
い
。

●
本
製
品
に
殺
虫
効
果
は
な
く
、
害
虫
の
飛

来
・
侵
入
な
ど
は
防
げ
ま
せ
ん
。
初
年
度

は
従
来
の
防
除
体
系
は
変
え
な
い
中
で
の
、

使
用
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

「
防
虫
灯
を
活
用
し
た
シ
ク
ラ
メ
ン
の

害
虫
防
除
技
術
実
証
」
の
紹
介

　
シ
ク
ラ
メ
ン
生
産
に
お
け
る
、
品
質
向
上

並
び
に
防
除
作
業
の
省
略
化
を
目
的
と
し
た

防
虫
灯
の
効
果
に
つ
い
て
の
確
認
で
す
。

試
験
期
間
：
2
0
2
0
年
7
月
9
日
〜
11
月

19
日

点
灯
時
間
：
日
の
出
時
刻
1
時
間
前
か
ら
日

の
入
時
刻
1
時
間
後

調
査
項
目
：
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
被
害
発
生
調
査

試
験
結
果

　
試
験
区
と
対
照
区
と
比
べ
、「
モ
ス
バ
リ
ア

ジ
ュ
ニ
ア
II
レ
ッ
ド
」
を
設
置
し
た
試
験
区

の
方
が
、
青
色
粘
着
板
を
用
い
た
ト
ラ
ッ
プ

調
査
で
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
数
が
多
く
観
察
さ

れ
ま
し
た（
図
１
）。
被
害
株
数
は
「
モ
ス
バ

リ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
II
レ
ッ
ド
」
を
設
置
し
た
試

験
区
の
方
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
被
害
が

確
認
さ
れ
た
時
期
は
試
験
区
が
10
月
27
日
、

対
照
区
が
10
月
19
日
で
あ
り
、
対
照
区
の
方

が
約
7
日
早
く
被
害
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

（
図
２
）。　
　

コ
メ
ン
ト

　
本
件
同
様
、
試
験
区
と
対
照
区
を
比
較
し

た
場
合
、
粘
着
シ
ー
ト
に
よ
る
ア
ザ
ミ
ウ
マ

の
捕
獲
数
は
試
験
区
の
ほ
う
が
上
回
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
の
照
射
範

囲
で
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
行
動
が
制
限
さ
れ
る

た
め
、
近
く
に
あ
る
粘
着
シ
ー
ト
へ
の
捕
獲

率
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
侵
入
率
は
変
わ
ら
な
い
が
、

被
害
率
は
低
く
な
る
傾
向
が
各
地
の
実
証
で

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

導
入
者
の
声

●
ハ
ウ
ス
内
の
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
密
度
が
減
っ

て
い
る
。

●
薬
剤
散
布
時
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
を
逃
が
さ
ず
、

効
果
が
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

●
防
除
担
当
者
が
急
遽
休
ん
だ
と
き
、
防
除

を
あ
き
ら
め
て
い
た
が
、
被
害
が
抑
え
ら

れ
た
。

●
収
穫
・
出
荷
作
業
が
忙
し
く
防
除
に
手
が

回
ら
な
い
と
き
、
安
心
感
が
あ
る
。

　
数
年
間
使
用
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
周
辺

の
生
産
者
よ
り
、
被
害
が
少
な
く
効
果
を
実

感
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
実
証
や
導
入
が
進
ん
で
い
る
イ

チ
ゴ
、
切
り
花
、
野
菜
苗
・
鉢
花
に
加
え
、

❶
メ
ロ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
草

姿
が
立
性
の
野
菜

❷
葉
ネ
ギ
、
イ
チ
ジ
ク
な
ど

❸
露
地
、
ハ
ウ
ス
屋
外
で
の
設
置
方
法

こ
れ
ら
❶
〜
❸
の
検
証
を
進
め
、
生
産
者
の

収
益
向
上
に
貢
献
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

株式会社ユニコ　ゼロビーム事業部
〒765-0032 岡山県備前市麻宇那926-3
TEL：0869-67-2424　https://www.zerobeam.jp/　お問い合わせ先

※
照
射
範
囲
は
あ
く
ま
で
任
意
に
設
定
し
て
い
る
数

字
で
す
。
当
社
で
は
１
ℓx
に
光
が
届
く
範
囲
（
半

径
15
ｍ
）
を
基
準
に
設
定
し
、
実
証
し
て
い
ま
す
。
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■図１　アザミウマ類トラップ捕殺数■図２　新規アザミウマ被害株数

注）捕殺数は、青色粘着板で捕殺したアザミウマ類の数。

↑イチジク使用例。 ↑シクラメン使用例。
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